NPO活動支援セミナー2010  開催要項
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１．趣　旨
　2010年6月、国は「新しい公共」宣言をまとめました。そこには、これまでの行政＝公共から、市民、ＮＰＯ、地域組織、企業、行政等という多様な主体が協働して“公共”を創造し、役割を担っていくという新しい社会像が盛り込まれています。この理念の実現には、パートナーシップや協働のあり方などの行政の側の自己変革が欠かせません。それと同時に、ＮＰＯ側には対等な担い手であるために信頼性、組織力の強化が重要です。また市民参加をすすめ、市民に立脚した組織づくりも、ますます必要となるでしょう。

　そして2011年、NPOをめぐる法制度や施策が大きく変化します。税制改革による認定NPO法人の取得緩和、NPO法人の新会計基準の導入、そして各県に約２億円の基金を設置して実施される『新しい公共支援事業』。これらはNPO活動の基盤強化の機会であるとともに、NPOの特徴である「市民性」「社会変革性」をどう新しい公共に位置付けていくか、対等な担い手としての存在感を示す機会でもあります。

　本フォーラムでは、「新しい公共」関連政策の内容、他府県のNPO活動や支援の今後の展開について情報を共有し、沖縄における活動や支援のあり方について考えていきます。

２．主　催　　社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会（沖縄県ボランティア・市民活動支援センター）
３．後援・協力（予定）　　沖縄県、那覇市（NPO活動支援センター）、（特活）沖縄NGOセンター、
　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＣＡ沖縄、気候アクションセンター沖縄
４．日　時　　平成２３年１月２１日（金）１３：３０～１６：３０（１３：００～受付）

　　場　所　　沖縄県総合福祉センター　東棟５階　５０１研修室　（那覇市首里石嶺町4－373－1）
５．定　員　　５０名　（先着順。定員に達し次第締め切ります。）

６．参加費　　一人　１，０００円　（税込み）　
７．対　象　  ・NPO・ボランティア団体・当事者団体　　　・NPO・NGO支援団体
　　　　　　　・市町村社会福祉協議会（ボランティア・市民活動担当）
　　　　　　  ・県・市町村行政（市民活動担当課等）

８．基調報告・コーディネーター ：田尻　佳史氏　（特活）日本ＮＰＯセンター　理事・事務局長
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９．日　程・内  容

　　13:00　13:30  　　　 　　　　　　　14:30 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　16:00 
	受付
	【基調報告】　
　田尻佳史氏

『新しい公共とNPO活動』
	【情報提供を受けて…参加者との情報・意見交換】

　○小阪亘氏、照喜名通氏、他調整中

　　ＮＰＯが市民発の新しい公共を創造していくために…

 　　　・ＮＰＯに求められているもの

　 　　・ＮＰＯ支援に求められているもの



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※適宜休憩を取ります。なお内容や時間に若干変更があることもあります。
【情報提供者】

・小阪　亘氏（一般財団法人　みらいファンド沖縄　代表理事）　

・照喜名　通氏（認定NPO法人　アンビシャス　事務局長）

・他、講師調整中
【情報・意見交換のポイント】

１０．申込方法　
　・申込書に記載しボラセンにＦＡＸください。今後の活動に活かすために、１団体より複数の方々で受講
　　されることをおすすめします。
　・参加申込書は県ボラセンホームページhttp://volunchu.net/からもダウンロードできます。

　　　申込書をおくる　　　【締切日】　平成23年１月１８日（火）
　　　　
　　　参加費を振り込む　

	　■振り込み先：琉球銀行　石嶺支店　■支店：３２３　■普通口座　No．３１６１１６

　■名 義：社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　会長　新垣　雄久
　※振り込み手数料はご負担ください。


　　　　　　　　　　

１１．駐車場　　別紙の駐車場案内を参照のうえ、「指定臨時駐車場」へ駐車して下さい。
１２．その他

　・　お茶を準備いたします。どうぞマイカップをご持参ください。

　・　個人情報の取り扱いについて、「参加申込書」に記載された個人情報は、当研修会の運営管理の目的
　　　にのみ利用させていただきます。なお、当研修会で配布する名簿にお名前と団体名、アンケートの内

　　　容を掲載いたします。
１３．申込み及び問合せ先

　　　社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　沖縄県ボランティア・市民活動支援センター

　　　　〒903‐8603　那覇市首里石嶺町４－３７３－１　（担当：西、新屋）
　　　　電話：０９８－８８４－４５４８、ＦＡＸ：０９８－８８４－４５４５　

　　　　E-Mail：vol＠okishakyo.or.jp　　HP「ボランチュねっと」　http://volunchu.net/
==========================================【県ボラセンＦＡＸ：０９８－８８４-４５４５】============

 ★NPO活動支援セミナー　申込書　　　　（１月１８日締切）　FAX送信後は電話などで着信をご確認ください
	■団体名：

	■Tel：　　　　　　　　　　

　Fax：

　e-mail:

	■お名前

　　　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	■参加費の振込について
 ○参加人数　　　人 × １,０００円

 ○合　　計 　　　　　　　　 円　　　　　　　　　　　○振込予定日（　１月　　　日）


●市民活動セクターの描く社会像　→市民発の“新しい公共”の創造


　活動分野も組織形態も多様なNPO。その共通項は“市民が社会課題を解決するために、自発的、主体的に設立・運営する非営利組織”。やる気のある人が気軽に活動する団体から、しっかり組織化する団体まで、その多様性が特徴です。市民発の“新しい公共”を考えてみましょう。





　1996年11月より日本NPOセンターで、NPOと他のセクターとのパートナーシ


ップづくりのコーディネーション、コンサルテーションを手がけ、2001年より事務


局長。人材育成や資金支援などのプログラムの企画立案を通して、NPOの組織運営支


援を手掛ける。内閣府初のマルチステークホルダープロセスによる「社会的責任に関


する円卓会議」の運営委員を務める。また、『新しい公共推進会議』におけるNPO活


動関連施策について、民間のNPO支援団体のネットワークの事務局。『新しい公共推


進会議』の専門調査会の設置する情報開示・発信基盤に関するワーキング・グループの


委員として、NPO等の活動基盤整備を通じた透明性・信頼性向上の仕組みの在り方について取り組んでいる。





　フォーラム“新しい公共”とNPO活動の今後を考える


～市民発の“公共”を創造していくために～





申込みと同時に、下記の口座への振り込みをお願いいたします。振り込まれた方より先着順で受け付けます。なお領収書の発行は予定しておりませんので、必要な場合は予めご連絡ください。








　難病を持つ人は障がい者でもなく健常者でもない。制度のはざまで支援が充分でなくアンビシャスを立上げた。行政からの委託事業で当事者が当事者を支援する場をつくり、そこでできない部分は自主事業を展開している。そして何よりも欠かせないのは、市民の皆さんの“寄付”を通じた参加である。人々の無関心を連携へと変えること、地域の交流を深め行政懇願型から共助解決型へ転換していくこと。それがアンビシャスが創造したい“新しい社会像”である。








●NPOの継続性、信頼性を


　高めよう


　NPOの“そもそも”（NPOとは何か）と、NPOの基盤強化はつながっている…。市民が参加し、市民が評価する仕組みを持つことがNPOの強みです。ボランティアや寄付といった、市民に立脚した組織づくりでできる基盤強化を考えてみましょう。








●『新しい公共支援事業』


（２億円！）で、できること、


めざしたいこと


　２年間お金をばらまいて終わり…、なんてならないよう、効果的なNPO支援をNPO側から考えてみよう。NPOの基盤強化に向けてのニーズ、２年後のNPO活動の姿や、その先の活動展開などを討議します。





★Point１





「市民が社会を変えるために必要なものは？」「市民活動が社会から信用されるにはどうしたらいい？」「市民活動を社会や地域全体で支える仕組みを作りたい！」みらいファンド沖縄はこんな思いから生まれた。「情報流通事業」と「ファンド事業」の運営で、企業、団体、個人等の意思ある資源（お金、物、人など）を結びつけ、市民の公益活動に対する共感を育て、活動しやすい社会基盤づくりに取り組んでいる。
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★Point３
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★Point２
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